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支援のみとなっています。味口議員は、
経済観光局として物価高騰で苦しむ中小
業者への支援制度をつくり、全ての市内
業者の営業とくらしをまもるべきと質し
ました。

答弁ダイジェスト
　瀬合副局長：日本銀行の発表では、基
調は持ち直しているが、原油原材料価格
の高騰などで、一進一退という状況だ。
　味口議員：そんな生易しい状況ではな
い。農業者だけではなく、全ての事業者
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１．�神戸空港の国際線就航について
２．�海上コンテナ車の山麓バイパス
への迂回について

答弁ダイジェスト
　大かわら議員：空港本体と周辺整備を
合わせるとかなりの事業費になるのでは
と危惧する。どの程度の市の負担を想定
しているのか。
　長谷川局長：市の責任で費用負担する
考えに変わりない。事業費やスキームは
調整中だ。
　大かわら議員：神戸空港は関空と伊丹
を補完する位置づけだ。裏付けのない需
要予測で莫大な投資は危険だ。
　長谷川局長：需要予測は、過去の予測
と同様の手法だ。政府が示す最新の社会
経済指標に基づいて予測されたものだ。
　大かわら議員：過去も同じ手法である
なら、なおさら危険だ。開港当初の予測

は達成できていない。空港整備にとどま
らず、周辺整備なども次々に出されてい
る。多額の負債を増やして市民生活に影
響がでるようなことは決してあってはな
らない。

　関西３空港懇談会では神戸空港の国内
線発着枠の拡大、そして2030年には国際
線就航を目指すことが合意されました。
市長は本会議で、新たなターミナルなど
の整備をおこない、2025年の大阪万博に
間に合うように急ピッチで進めると表明
しました。しかし、どの程度の規模と金
額の事業になるのかなど具体的な内容が
一切示されていません。大かわら議員は
「整備ありきで具体的な内容を示されな
いのでは到底市民の納得が得られない」
と指摘し、事業化は認められないと質し
ました。

　神戸の経済の土台を支えてきた中小企
業が、コロナ危機と物価高騰により、深
刻な状況となっています。原材料価格の
高騰や急激な円安進行を背景に10月から
様々な商品、サービスの価格があがって
います。しかし、経済観光局が打ち出し
た政策は、農業生産資材の高騰緊急対策

質問する大かわら鈴子議員

決算特別委員会審査から③

１．�統一協会問題について
２．�原油・物価高騰に対する市独自
支援について

３．��コロナ融資の信用保証料の補助
について
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質問する味口としゆき議員

物価高騰で苦しむ中小業者
への直接支援を今すぐ！
経済観光局審査で味口議員

1010月月３３日日

が困っている。間接的な支援では意味が
ない。加西市や加東市だけでなく福崎町
などの小さな市でも、原油物価高騰支援
策を直接市独自でおこなっている。なぜ
市長に強く求めないのか。
　大畑局長：我々も今すぐ全てが解決す
るとは考えていない。国県の施策を見な
がら有効策を検討していく。
　味口議員：神戸市が見るのは国県の動
向ではない。街の事業者や市民の皆さん
の実態を見るべきだ。

過大な需要予測に基づく
莫大な投資やめよ

神戸空港国際化

港湾局審査で大かわら議員

９９月月3030日日

１．�市営住宅マネジメント計画について
２．�住まいに関する総合支援について
３．�省エネ改修補助について
４．�アスベスト対策について
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質
疑
項
目５．�市営住宅の空き住戸について
� ――― 森本真議員

　神戸市は、ここ数年、住宅ストックを
活用し、若年夫婦や子育て世帯、住み替
えを支援し、市内転入及び定住の促進施
策として補助金をだしてきました。この
制度には予算を超える多くの応募があり
ましたが、令和４年度は申請数が激減し
ました。これは当局が制度を見直し、予
算を縮小させた結果です。「限られた財
源の中で、持続可能な移住応援制度の趣
旨を踏まえ、制度を再構築した」という
当局に対し、林議員は「限りある財源と

すぐ言うが、三宮再開発を含めて、市街
地には莫大なお金が投入されている。評
判が良い補助金なら、さらに予算を上乗
せすべき」と制度の拡充をもとめまし
た。 質問する林まさひと議員

若年夫婦、子育て世代の補助金、
より魅力的な制度拡充を
建築住宅局審査で林議員

1010月月４４日日
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１．�王子動物園の再整備について
２．�インクルーシブ公園の充実を
３．�豪雨による土砂災害への対応に
ついて

１．校則問題について
２．県立高校の統廃合について
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項目項目

１．地球温暖化防止のための目標達成
２．水素事業について
３．神鋼石炭火力発電所について
４．�ゴミの減量について
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質問する今井まさこ議員

を達成するには企業や神戸市の努力と取
り組みが大変重要になってきます。とこ
ろが昨年、神戸製鋼は最も多くCO２を
排出する石炭火力発電所を市民の反対の
声を無視して新たに２基増設、１基は既
に稼働、もう１基も来年２月に稼働させ
ようとしています。今井議員は「熱効率
も悪く、世界でも建設中止、廃炉に向か
っているのが石炭火力だ。直ちに神鋼に
稼働中止を申し入れるべき」と質しまし
た。

答弁ダイジェスト
　今井議員：丸紅と関西電力が秋田市に
建設予定だった石炭火力発電所は、丸紅
が新規開発では資金回収ができないとし
て撤退する方針を掲げたため事実上建設
断念に追い込まれている。Ｊパワーは山

口県で建設中だったが「石炭火力への批
判は国際的な流れであり、建設断念の判
断ベースになった」と代表が語り、建設
を断念している。神戸市も毅然とした態
度で中止を申し入れるべきだ。
　浜本副局長：一気に再生エネルギーで
調達するのは不可能だ。いろんな技術も
使いながらやっていかなければならな
い。国民の電気の安定供給も非常に大事
だ。将来に向けてのカーボンニュートラ
ルの取り組みを並行してしっかりやって
いくことが重要。
　今井議員：地球環境を変えていかない
といけないということで、世界中が石炭
火力発電所の撤退をどんどん表明してい
る状況なのに、神戸製鋼が石炭火力にし
がみついていること自身が本当に異様
だ。直ちに稼働を停止するよう求める。　国連IPCCは気候変動をこれ以上悪化

させないために大気中の温室効果ガスの
排出を2050年までに2010年比ゼロにする
ことを求めています。神戸市でも2030年
までに2013年度比で60％削減、2050年ま
でにゼロを目標に掲げました。この目標

　王子公園の再整備にともなって、王子
動物園もリニューアルされるため再整備
に向けた検討がはじまっています。松本
議員は、単なる動物の展示でなく、飼育
員が日々感じている動物の魅力や特徴を
パネルにしたり、動物の飼育の苦労や魅
力を発信する事で動物、飼育員、来園者
が１つになってこそ動物園の活性化にな
る。そのためにも飼育員は非正規職員で
はなく、正規雇用にして動物の研究や種
の保存、環境教育など質の高い動物園に

していくよう求めました。

答弁ダイジェスト
　加古王子動物園長：飼育員の雇用形態
は、正規職員、再任用職員、会計年度職
員、非正規職員の３つの雇用形態だ。飼
育管理業務は現場では一体となっておこ
なっている。魅力ある動物園として持続
的に運営していくためには当然人材確保
重要だ。人材の育成や飼育技術の継承に
も注力していくため、運営体制について
は検討していきたい。
　松本議員：ぜひ検討してもらいたい。

今のこの劣悪な状況の中でも動物が生き
生きと過ごせるように飼育員は努力して
いる。前向きな気持ちを持って動物に接
してもらうためにも、頑張っている人に
一定の保障のある正規職員の門戸をぜひ
開いてほしい。

質問する朝倉えつ子議員

県トップダウンで進める
県立高校統合計画やめさせよ
教育委員会審査で朝倉議員

1010月月５５日日

　兵庫県と県教育委員会は、2025年度に
北区の神戸北、神戸甲北、西区の伊川
谷、伊川谷北高校などの県立高校14校を
６校に統合する教育計画を発表しまし
た。保護者や生徒からは「選択肢が減
る。統廃合後の場所や学力レベルがどう

なるのか」など不安の声があがっていま
す。神戸市は「県の動向を注視しつつ、
県教委とも連携しながら情報提供をおこ
なう」としています。朝倉議員は「生徒
や保護者から不安の声があがっている。
統合はやめさせるべき」と求めました。

答弁ダイジェスト
　朝倉議員：少子化と言うが、単なる数
合わせだ。本当に行きたい所へ行けなく
なる。子どもたちの学びの場が奪われる
ことになるのではないか。集約ではな
く、少人数学級を高校まで広げる流れを

神戸でつくり、子どもたちの教育環境を
充実させるべきだ。
　山根学校教育部長：確かに学校の数自
体は減るが、子どもたちが行きたいと思
える学校を県教委がつくっていくと理解
している。
　朝倉議員：地域住民や保護者にはまと
もに説明もされず、意見も求められず、県
のトップダウンで進めようとしている。
　山根学校教育部長：県教委がおこなっ
たパブリックコメントで意見は聴取され
ている。
　朝倉議員：市の教育長として地域住民
の方々にも広く説明会等意見を聞く機会
を早急に持ち、県に対しても、今の段階で
この唐突な計画はやめよと迫るべきだ。

質問する松本のり子議員

質の高い動物園にしていく
ためにも飼育員を正規職員に
建設局審査で松本議員

1010月月５５日日

直ちに神鋼火力発電所
の稼働停止を

環境局審査で今井議員

1010月月４４日日


